
  

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  5,805  11.6  599  △5.0  680  0.2  407  0.2

21年12月期第２四半期  5,200  －  630  －  678  －  407  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  44  42  －      

21年12月期第２四半期  44  32  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  13,361  11,220  83.7  1,217  73

21年12月期  13,542  11,174  82.3  1,213  42

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 11,182百万円 21年12月期 11,142百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期  －        －      －      38 00  38  00

22年12月期  －        －     

22年12月期（予想） －      40 00  40  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  11,376  6.1  1,611  6.8  1,765  9.6  1,031  14.1  112  28



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      ―社 （社名）                        、除外      ―社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成22年５月10日に発表いたしました業績予想は、本資料において修正をしております。  

２．前連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半

期財務諸表を作成しております。  

３．上記に記載した予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の経済環境予想等の前提に基づい

て作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 9,350,000株 21年12月期 9,350,000株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 167,287株 21年12月期 167,245株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 9,182,727株 21年12月期２Ｑ 9,182,840株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  6

（第２四半期連結累計期間） ………………………………………………………………………………………  6

（第２四半期連結会計期間） ………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  8

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  9

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  10

株式会社東計電算　（4746）　平成22年12月期　第２四半期決算短信

－1－



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として景気の先行きに不透明感があるものの大企業や製

造業を中心に新興国の経済発展や景気対策の恩恵を受け、企業収益の順調な回復ぶりが見受けられ、景況感は小幅

ながら改善しております。 

 当業界におきましても、ユーザー企業における今年度の設備投資計画は企業収益の回復を受け、前の期に比べ上

方修正するなど、持ち直しの動きとなっております。 

 このような環境のなかで、当社グループは、システムインテグレータとして、多様化するお客様のニーズにフレ

キシブルに対応するため、業種別ソリューション、アウトソーシング、ネットワークの３つの重点戦略を掲げ、積

極的に営業展開を進めてまいりました。 

 具体的には、前期に減収となった反省を踏まえ、①プロジェクト管理を成功させるための教育・研修の充実化、

②業種別ソリューションの開発標準化の促進とＡＳＰ受託売上の拡大③業種別ソリューションと会計・人事業務シ

ステムの統合による業種別ＥＲＰの確立、④ＩＴ技術の活用による営業力強化に努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高58億５百万円（前年同累計期間比11.6％増）、営業利

益５億99百万円（同5.0％減）、経常利益６億80百万円（同0.2％増）、四半期純利益４億７百万円（同0.2％増）

となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①情報処理・ソフトウェア開発業務 

 情報処理・ソフトウェア開発業務としましては、ソフトウェア業務、システム運用業務、ファシリティサービス

業務等であります。当第２四半期連結累計期間において厚生労働省のエントリー業務の特需等があり、売上高は48

億29百万円（前年累計期間比9.2％増）、営業利益は４億94百万円（同2.0％減）となりました。 

②機器販売業務 

 機器販売業務としましては、サーバ、パソコン、プリンター、周辺機器等のハードウェアの販売業務でありま

す。当第２四半期連結累計期間において取引先より大量のハードの受注があり、売上高は８億９百万円（前年累計

期間比40.2％増）、営業利益は56百万円（同6.1％減）となりました。 

③リース等その他の業務 

 リース等その他の業務としましては、各種事務用機器のリース、ビル・マンションの不動産賃貸の業務でありま

す。当第２四半期連結累計期間において取引先である建設業界の不況の影響を受け、売上高は１億66百万円（前年

累計期間比16.7％減）、営業利益は48百万円（同26.8％減）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の変動状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は133億61百万円となり、主として売掛金の増加及び土地の取得に

より前年同四半期連結会計期間末に比べて７億32百万円増加しました。総負債は21億40百万円となり、主として買

掛金の増加により前年同四半期連結会計期間末に比べて１億94百万円増加しました。純資産は112億20百万円とな

り、主として利益剰余金が増加したことにより前年同四半期連結会計期間末に比べて５億38百万円増加しました。

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが７億61百万円

の増加、投資活動によるキャッシュ・フローが５億円の減少、財務活動によるキャッシュ・フローが３億49百万円

の減少となりました。 

 この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結会計期間末と

比較して２億76百万円増加し、８億61百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの増加は、主として税金等調整前当期純

利益６億78百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として有形固定資産の取得

による支出４億75百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として配当金の支払額３億

48百万円によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 平成22年12月期の業績予想につきましては、売上面につきましては、当第２四半期連結累計期間に発生したハー

ドの受注が実現したことにより上方修正いたしました。利益面につきましては、ソフト開発の採算性の悪化は解消

するものの、前回発表数値を若干下回る見込みとなったため、営業利益、経常利益及び当期純利益をそれぞれ下方

修正いたしました。 

 詳細につきましては、本日平成22年８月９日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。  

 なお、業績予想の数値には、当社グループが発表日現在において入手可能な情報による判断及び仮定により算出

しております。従いまして、予想に内在する不確定要素や今後の経済状況、環境の変化等により、実際の業績は当

該予想数値と異なる場合がありますのでご承知おきください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 受注制作のソフトウエアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計

期間に着手した契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約に

ついては工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しており

ます。 

 なお、この変更による損益への影響はありません。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 861,986 949,623

受取手形及び売掛金 1,622,953 1,791,097

有価証券 40,657 76,384

商品 6,172 6,917

仕掛品 450,985 593,270

繰延税金資産 118,566 132,260

その他 29,229 46,428

貸倒引当金 △7,519 △8,955

流動資産合計 3,123,031 3,587,027

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,845,210 1,901,233

機械装置及び運搬具（純額） 116,257 119,739

土地 4,339,458 4,108,458

その他（純額） 511,987 441,249

有形固定資産合計 6,812,914 6,570,681

無形固定資産   

のれん 12,183 13,883

その他 11,048 12,113

無形固定資産合計 23,231 25,996

投資その他の資産   

投資有価証券 3,054,497 3,021,071

前払年金費用 32,458 36,796

繰延税金資産 250,556 235,278

その他 84,727 85,714

貸倒引当金 △20,399 △20,464

投資その他の資産合計 3,401,839 3,358,396

固定資産合計 10,237,986 9,955,074

資産合計 13,361,017 13,542,101
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 581,061 407,230

関係会社短期借入金 2,079 2,079

未払法人税等 263,610 414,630

賞与引当金 225,395 216,382

その他 1,027,245 1,286,383

流動負債合計 2,099,392 2,326,706

固定負債   

役員退職慰労引当金 31,680 30,895

その他 9,616 9,616

固定負債合計 41,297 40,512

負債合計 2,140,689 2,367,218

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,370,150 1,370,150

資本剰余金 1,302,350 1,302,350

利益剰余金 9,030,745 8,971,806

自己株式 △243,377 △243,330

株主資本合計 11,459,867 11,400,976

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △277,836 △258,425

評価・換算差額等合計 △277,836 △258,425

新株予約権 37,750 31,689

少数株主持分 545 643

純資産合計 11,220,328 11,174,883

負債純資産合計 13,361,017 13,542,101
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 5,200,774 5,805,807

売上原価 3,595,168 4,290,859

売上総利益 1,605,606 1,514,947

販売費及び一般管理費 974,847 915,835

営業利益 630,758 599,112

営業外収益   

受取利息 19,886 24,381

受取配当金 54,774 57,221

有価証券売却益 － 329

デリバティブ評価益 － 3,605

雑収入 13,484 9,780

営業外収益合計 88,144 95,317

営業外費用   

支払利息 346 111

有価証券売却損 596 843

有価証券償還損 39,243 13,310

雑損失 206 30

営業外費用合計 40,393 14,295

経常利益 678,510 680,134

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,435

特別利益合計 － 1,435

特別損失   

固定資産除却損 15,401 3,131

投資有価証券評価損 3,332 －

特別損失合計 18,734 3,131

税金等調整前四半期純利益 659,775 678,438

法人税、住民税及び事業税 279,037 258,849

法人税等調整額 △26,301 11,699

法人税等合計 252,736 270,549

少数株主利益 17 5

四半期純利益 407,021 407,883
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,177,027 2,762,310

売上原価 1,611,367 2,230,566

売上総利益 565,660 531,744

販売費及び一般管理費 513,522 495,139

営業利益 52,137 36,605

営業外収益   

受取利息 11,288 11,825

受取配当金 37,148 46,179

有価証券売却益 － 329

デリバティブ評価益 － △1,581

雑収入 9,835 5,582

営業外収益合計 58,272 62,335

営業外費用   

支払利息 257 64

有価証券償還損 39,243 －

雑損失 0 1

営業外費用合計 39,501 66

経常利益 70,908 98,873

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,435

特別利益合計 － 1,435

特別損失   

固定資産除却損 2,430 1,723

投資有価証券評価損 △39,096 －

特別損失合計 △36,666 1,723

税金等調整前四半期純利益 107,574 98,585

法人税、住民税及び事業税 △8,195 △43,286

法人税等調整額 57,412 79,626

法人税等合計 49,216 36,340

少数株主利益 12 4

四半期純利益 58,345 62,240
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 659,775 678,438

減価償却費 217,134 211,613

のれん償却額 1,416 1,699

受取利息及び受取配当金 △74,660 △81,603

支払利息 346 111

固定資産除却損 15,401 3,131

投資有価証券評価損益（△は益） 3,332 －

デリバティブ評価損益（△は益） － △3,605

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,976 △1,501

売上債権の増減額（△は増加） 326,005 168,143

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,304 143,030

その他の流動資産の増減額（△は増加） △13,813 17,110

仕入債務の増減額（△は減少） △162,655 173,831

その他の流動負債の増減額（△は減少） △290,338 △246,636

その他 14,402 26,801

小計 694,020 1,090,565

利息及び配当金の受取額 62,874 66,191

利息の支払額 △377 △111

法人税等の支払額 △102,733 △395,271

営業活動によるキャッシュ・フロー 653,783 761,375

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △303,376 △475,141

投資有価証券の取得による支出 △309,833 △90,517

投資有価証券の売却による収入 1,723 34,245

有価証券の償還による収入 52,800 31,160

子会社株式の取得による支出 － △73

のれんの取得による支出 △17,000 －

貸付けによる支出 △2,800 △280

貸付金の回収による収入 210 600

投資活動によるキャッシュ・フロー △578,276 △500,007

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 －

配当金の支払額 △367,313 △348,944

その他 △36 △59

財務活動によるキャッシュ・フロー △267,350 △349,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △191,843 △87,637

現金及び現金同等物の期首残高 776,889 949,623

現金及び現金同等物の四半期末残高 585,046 861,986
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 該当事項はありません。 

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年 4月 1日 至平成21年 6月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自平成22年 4月 1日 至平成22年 6月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年 1月 1日 至平成21年 6月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 1,846,319  227,875  102,833  2,177,027  －  2,177,027

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 0  321  528  850  (850)  －

計  1,846,319  228,196  103,362  2,177,878  (850)  2,177,027

営業利益  13,235  2,890  36,011  52,137  －  52,137

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 2,217,183  457,585  87,542  2,762,310  －  2,762,310

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 0  －  342  342  (342)  －

計  2,217,183  457,585  87,885  2,762,653  (342)  2,762,310

営業利益  10,537  1,029  25,037  36,605  －  36,605

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                           

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 4,423,100  577,367  200,306  5,200,774  －  5,200,774

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 878  321  832  2,031  (2,031)  －

計  4,423,978  577,689  201,138  5,202,806  (2,031)  5,200,774

営業利益  504,697  60,080  65,980  630,758  －  630,758
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当第２四半期連結累計期間（自平成22年 1月 1日 至平成22年 6月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、事業内容の実態を勘案して区分しております。 

２．各区分に属する主要な内容 

イ．情報処理・ソフトウェア開発業務 

① ソフトウェア開発業務［ＯＡ（オフィスオートメーション）系管理業務を中心としたアプリケーショ

ン開発、通信制御系等のソフトウェア開発等］ 

② システム運用業務（システム開発後のシステム運用に係わる業務） 

③ ファシリティサービス業務（エントリー業務の受託・運営管理、キーパンチャー派遣等） 

ロ．機器販売業務 

各種ＰＣ（パーソナルコンピュータ）及び周辺機器の販売 

ハ．リース等その他の業務 

コンピュータ関連、各種事務機器及び不動産の賃貸 

  

［所在地別セグメント情報］ 

 前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 

至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

［海外売上高］ 

 前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 

至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務 
（千円） 

機器販売業
務（千円） 

リース等そ
の他の業務 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                           

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 4,829,230  809,651  166,925  5,805,807  －  5,805,807

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 0  12  837  849  (849)  －

計  4,829,230  809,663  167,762  5,806,656  (849)  5,805,807

営業利益  494,381  56,427  48,302  599,112  －  599,112

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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